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画家ニルス・ダルデル

ーバイオグラフィー紹介と作品タイトルの日本語訳提案一

梅谷綾

1.はじめに

ニルス・ダルデル（NilsDardel, 1888-1943）はスウェーデンを代表する近代画

家のひとりである．彼については残念ながら日本ではまだほとんど知られていな

いが，ストックホルム近代美術館を訪れたことがある人は彼の代表作である《ダ

ンディの死》 （Dendo・endedan戸＇） 1を，グンナル・アスプルンドZが設計したこ

とで有名なストックホルム市立図書館を訪れたことがある人は児童書部門の読み

聞かせ部屋に描かれた壁画《ヨーン・プルンド》仰nBlund) 3を目にしたこと

があるかもしれない．

ダルデルは，美術品収集家でありスウェーデン・バレエ団を主宰したロルフ・ドゥ・

マレー4と長年にわたり深い交流があり， 1917年に 2人て世界を旅した際に日本を

訪れた．そこでダルデルは日本美術に非常に高い関心を示し，この日本滞在以降

の彼の作品には日本画の影響が強くうかがえる．それ故にダルデルは今低日本

とスウェーデンの文化交流を考察する際に注目される人物だと思われる．本稿で

はこれまでに筆者が日本語に訳したダルデル関連のスウェーデン語文献5の中で

も主にGr釦 a也 (1988:99-120）を参考として彼のバイオグラフィーを紹介する

とともに，彼の作品タイトルの日本語訳を提案する．

2.誕生～ストックホルムでの大学附t
ニルス・ダルデルは 1888年，スウェーデンのスーデルマンランド地方

(Sodermar血nd）のベットナ（Bettna）に3人きょうだいの末っ子として生まれ

た父親のフリッツ・アウグスト・フォン・ダルデJt.-6は地主であり陸軍大尉であっ

1ダルデJレの作品タイトルの日本語訳は全て筆者によるものである．
2グンナル・アスプルンド GunnarAsplund (1885-1940）：スウェーデンの建築家．
3 JonBlund：眠りをもたらすとされる妖精． ドイツのザントマン（S叩也nann）に相当．
4ロルフ・ドゥ・マレー RolfdeMare(18飽・1964）：スウェーデンの美術副収集家スウェーデン・
パレエ聞の主宰者であり，ストックホルムにあるダンス博物館の＇ansm1田eet）の倉1間堵．
5筆者はこれまでにAsplund(1957・1958:93・95,124・126,129・143,165・206),Dardel (1995 : 
61-64), Granath (1988 : 99・120),Lind油I(1980: 68・70,74・76）を日本語に訳した訳文
は全て未発表．筆者がこれらを訳すことになった経韓については本稿10.おわりにを参照．
6フリッツ・アウグスト・フォン・ダルデルFri包AugustvonDardel (1847・1931)
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た．父方の祖父であるフリッツ・ルドヴィグ・フォン・ダルデル7はスイス出身で，

カール15世8の側近であり王室のカリカチュアを専門とする画家として有名であっ

た．ニルスが誕生した翌年，ダノレデル家はヴェストマンランド (Vas町四由nd) 地

方のアルボーガ仏rboga）安防4にある屋敷スヴァットヘツル（Svartl叫I)に引っ越し
た．ニルスにとっては幼少期を過ごしたスヴァットヘツルとアルボーガの景色が子

ども時代を象徴するものとなった．

1903年の秋にダルデル一家はウップサーラ（Uppsala）に引っ越した．ニルス

が芸術への関心を深めていったのはこの頃で， 1904年に初めて自画像を描いた．

1905年にニルスは狸租熟（しょうこうねつ）にかかり，その後遺症で心疾患を患っ

た．これカ濃の生涯にわたって尾を引くこととなる．療養中に彼は読書や水彩画そ

して詩を書くことに没頭した

1908年に彼はスウェーデン王立美術大学（Konsthδgskolan）に進学する．しか

し彼は保守的で昔ながらの手法を重んじる大学の授業から学べることは少ないと

判断し，大学で過ごした時聞は短かった．

3.パ9時代～ドゥ・マレー，ラーゲルクヴィストとの出会い

1910年の秋にダJレデルは初めてパリに渡った．画家や美術品収集家，美術商な

どの社交場となっていたカフェで彼はマティス9の弟子など美術に携わるあらゆ

る国の人々と知り合い 美術についての議論を交わした．この後ダルデルはパリ

に住まいをもち，夏の間だけスウェーデンに帰省するという生活を数年間続けた．

1912年の春にダルデルはパリの北東に位置する小さな町サンPス（Senl匂）を

訪れた．そこで彼はパリの喧騒から距離を置き，誰にも邪魔されることなく絵を

描く機会を得て，キュピズムの構図や色彩に影響を受けた作品を描いた．この年

の春にダルデノレはストックホルムでの展示会でデビューを果たすが，彼の作品に

対する評価は冷ややかなものであった

1912年の夏にダルデルはウップサーラでロルフ・ドゥ・マレーと出会った．彼

らは同い年である上に家柄やスイスの家系10，美術への強い関心，性的指向11など

共通点が多く，ドゥ・マレーはダルデルの良き理解者かつ経済的な支援者となった．

7フリッツ・ルドグィグ・フォン・ダルデル Fri包 Lud討.gvon Dardel (1817・1901)
8カール15世 Karl.XV(1826-1872）：スウェーデンの国王．（在位： 1859-1872)
9アン9・マティス HenriMatisse (1869-1954）：フランスの画家．
10 ドゥ・マレーの母はスイスの貴族フォン・ハルヴィール（vonHaU可'1)家の出身で，母方の
祖母のずイへJレミーナ・フォン・ハルヴィール（Wi世ielminavon Hal加yl)はストックホルム
にあるハルグィール美術館（Hallwylskamuseet）の創設者．
11ドゥ・マレーはホモセクシュアルであることを公にしていた（坤：：／／v冊 w.也nsmus田町／sv/om-
伽 smucieet;加If-de-mare/).ダルデルもパイセクシュアルであり，ドゥ・マレーと関係をもっていた時
期があったら句：／／w附串田／洲口%岡山加／也rdel-gjorde-livet－叫・同居1必蜘170).
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1914年にスウェーデンに戻ったダルデルはストックホルムでパール・ラーゲル

クヴィスト12と出会った．彼らは互いの作品を高く評価し，その後芸術家仲間と

して長年にわたり互いに影響を与え合う存在となった

4.1917年の世界旅行と日本滞在

1917年1月1日，ダルデルはドゥ・マレーと共に旅に出た．彼らはまずアメリ

カ大陸に渡り，ニューヨークやフロリダ，キューパ，アPゾナ，メキシコ，カり

フォノレニアなどを巡った後にハワイを経由し， 4月に日本に到着した．東京で二

人は駐日スウェーデン公館を訪れた．当時の公使はグスタヴ・ヴアツレンバ913

であった．ダルデルたちは多忙な公使と顔を合わせることはほとんどなかったが，

ヴアツレンパリ夫人と公使の21歳の娘ニータ14とは行動を共にするようになった

ドゥ・マレーは同年5月 14日に先に帰国の旅に出発したが，日本の美術と自

然に強い感銘を受けたダルデルはもうしばらく日本に留まることにした．滞在中

に日本美術を熱心に研究した結果として，帰国後以降の彼の作品には木版画の線

の流れや日本画によく用いられる動物のモチーフなど様々な影響が見られる．

ダルデルはヴアツレンバリ夫人やニータに同行して北海道を旅行し，彼女たちが

軽井沢のヴアツレンパリ家の別荘に行く際にも同行した．軽井沢滞在中，ダルデJレ

は日本人画家に絹の布地に水彩画を描く技術を教わった15.

旅行などを通して仲を深めていったダルデルとニータは秘密裏に婚約した．

ヴアツレンパリ夫人はダルデルのことを非常に気に入っており喜んだが，公使

にはまだこの婚約のことは知らされていなかった．その後，ダルデルたちは日光

にも滞在した．約半年にわたる日本滞在の後， 1917年10月にダルデルはヴアツ

レンパリ夫人とニータと共に日本を出発し，シベPア鉄道でスウェーデンに帰国

した．

5.婚駅周恵庭とトーラとの出会い

1918年，ダルデルはストックホルムにアトリエを借りて，日本で受けたインスピ

12バール・ラーゲルクヴィスト ParLagerkvist (1891・1974）：スウェーデンの作家 1951年ノーベ
ル文学賞受賞．

13グスタヴ・ヴアツレンパリ Gustaf W alien berg ( 1863-1937）：スウェーデンの外交官．
Wallenbergはスウェーデン有数の資産家の一族である.Wallenbぽgのカタカナ表記について
は「ワレンパーグ」，「ヴァレンペリ」などのバリエーションが存在するが，本稿ではスウェー
デン語の本来の発音に最も近い「ヴァッレンパリ」を採用する．
14ニータ・ヴアツレンパ！） Nita Wallenberg (1896・1966）：グスタヴ・ヴアツレンパリの古島ダ
ルデルはニータの肖像画を複数描いた．
15ダルデルが日本人画家に日本画を教わる姿を写した写真がDardel(1995 : 65）に掲載されて
いるが，撮影地は東京となっている．また，この日本人画家が誰であるかは不明．



168

梅谷 綾：画家ニルス・ダルデル

レーションを作品にすることに専念した．同年 4月には自身初となる個展をス

トックホルムで聞いた．ダルデルはこの個展で注目を浴び，評論家たちを驚かせ

た．彼はさらにこの年，彼の代表作である《ダンディの死》や《シベリア鉄道》

( Transsibiriska expressen）を描いた．ストックホルムでの個展成功が功を奏し，

ダノレデルはこの年の 11月にユーテボリ（GOteborg）でも個展を行い，ニータも

これを手伝った

1919年，ダルデルはニータの父親であるグスタヴ・ヴアツレンバリにより婚約

破棄を言い渡される．《処刑》 （Exelrution）や《無慈悲》 （UtanPardon），《階

段》 （Trappan），《死の軽騎兵》 （DodensHusarerうはこの時期の彼の絶望と憂

欝で揺れる心の内が描かれた作品である．

その翌年に彼はユーテポリからノリへ向かい，その旅路で彫刻の勉強をするた

めにパリに向かうトーラ・クリンコヴストウルム16と出会った．ダノレデルはパリ

で家を探し， Jレヒ・ック通り 108番地17のアトリエを見つけた．ダルデルとトーラ

の距離は次第に縮まっていき，いつしかトーラはダルデルのアトリエで一緒に暮

らすようになった．

6.スウェーデン・バレエ固とトーラとの結婚

1920年，ロルフ・ドゥ・マレーはバリでスウェーテ’ン・バレエ団18を創設した．

このバレエ団は，ダンスや音楽，美術といった様々な分野の芸術家が集結した芸

術集団であった．シャーン・プリーン19が振付師兼ダンサーを務め，作曲にはク

ロード・ドビュツシー20やエリック・サティ 21らが参加し，美術・衣装にはジョ

ルジオ・デ・キリコ22やフェルナン・レジェ23，そしてダルデルなどが参加した．

ダルデJレは『夏至の前夜祭』 （A倣 ommarvaka）と，ラーゲルクグイストの戯曲

『天閏の秘密』（助2lenshem聯 et）が基となった作品『精神病院』 （D.劫 uset)

で美術と衣装を担当し，『エル・グレコ』（日Greco）では衣装を担当した．また

彼は，パリのモダニズム画家たちとバレエ団との仲介役や，その後大きな影響力

をもっジャン・コクトー24と彼の仲間たちとバレエ団との仲介役も果たした．活

16トーラ・クPンコヴストゥルム百10ra阻.nckowstriim(18卯・1995）：スウェーデンの作家．
1921年から 1934年までダルデルと結婚していた
17 ）レピック通り RueLepic：パリのモンマルトルにある通り．
18バレエ・スエドワとも．
19シャーン・プリーン JeanBorlin (1893・1930）：スウェーデンの振付師・バレエダンサー．
mクロード・ドピユツシー ClaudeDebussy (1862-1918）：フランスの作曲家．
21エ9ック・サティ ErikSatie (1866-1925）：フランスの作曲者．
22ジョJレジオ・デ・キリコ Giorgiode Chirico (1888・1978）：イタリアの画家．
nフェルナン・レジェ FemandUger(1881-1955）：フランスの画家．
M ジャン・コクトー JeanCocteau (1889・1963）：フランスの芸術家で詩人・小説家．



169

IDUN　Vol. 22・2016

動期聞がわずか5年と短命だったスウェーデン・バレエ団だが，セルゲイ・ディア

ギレフ25が率いたロシア・バレエ団26にとっては強力なライバルであった．

1921年，ダルデルは風邪をこじらせて肺炎を患い，昔からの心疾患が原因で病

状は深刻になったダルデルは動圏聞にわたり生死の聞をさまよい， トーラは彼

を看病し続けた．そして同年7月23日，ダノレデルはパリでトーラと結婚し，翌年

には娘のイングPッド27が誕生した．結婚し父親になったことでダルデルの作風

に変化が見られ，残酷で暴力的な描写は減っていった．

7.肖像画匝僚としての活躍と《ヨーシ・プルンド》

1923年の枕何か新しいことをしたいと考えたダルデルは，人物のデッサンを描

き始めた 1925年頃から徐々に彼の作品に占める肖像画の智治は増えていった

1927年，人気の肖像画画家となったダルデルはストックホルムで上流階級の女

性の肖像画を多く描くようになったこの頃から妻のトーラとの距離は次第に離

れていき，同年の夏にトーラはひとりでパPに戻った．ダルデルはグンナル・ア
スプルンドが設計した新しいストックホルム市立図書館の子どものための読み聞

かせ部屋の装飾という，いつもとは違った仕事の依頼を受けていたためストック

ホルムに留まった彼はその部屋の壁面に《ヨーン・プルンド》を描いた．これ

は湿度の高い環境での骨の折れる作業であり， 11月にパリに戻つた時’彼は両側

闘市炎と診断された．今回は前回の病気と比べかなり深刻であり，彼は手術のた

め病院に運ばれた療養のため湿度の低い環境を求めて，ダルデルはトーラと共

にアフリカのチュニジアを訪れた．彼はアフPカの熱気の中で回復し，質素だが

ユニークな民族と出会い，彼らをスケッチすることで絵を描く意欲を取り戻した．

8.不況の影響とアメPカ大陸での晩年
1930年代のはじめには世界恐慌が芸術市場にも大きな影響を及ぼし，ダルデノレ

への肖像画の依頼は激減した．ダルデJレはこの頃，エディタ・モリス28と出会っ

た．彼の新たな恋心は《燃えるハート》 （Etthjiirta i brand)に描かれた．エディ

タはこの後ダルデルが亡くなるまで彼と共に旅することとなる．

不況の波紋が広がる中，ルピック通りの家賃が上がったためダルデルは 1932年

6月に 12年間暮らしたアトリエを離れざるを得なくなった トーラは娘のイング

おセルゲイ・ディアギレフSergeiDiaghilev (1872・1929）：ロシアの舞台美術家でロシア・バレエ団の
倉晴渚．
26ノぜレエ.9ュスとも．
27イングリッド・エークヴアル lngridEkl四11(1922-1962）：ダルデルとトーラの娘.E同dlま
イングリッドの再婚相手の姓．
錦エディタ・モリス EditaMorris (1902・1988）：スウェーデン系アメリカ人作家．
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リッドをつれてスウェーデンに帰国し，ダルデルはモンバJレナスに小さなアトリエ

を借りた．この年の秋にダルデルとトーラの鵬普は決定的になった．

1933年，ダルデノレは自身の，L疾患を意識しながら生活を送り，その死への意識
が《死の召使い》 （Dodensdomestikerうなどの作品に反映された 1934年には

ダルデルとトーラの離婚が成立した．この年，彼はスウェーデン王立芸術アカデ

ミー（Konstakademien）の会員となった．

1936年にダルデルはエディタと共に再び旅に出て，イタリアやチュニジア，ア

ルジエリアを訪れて現地の人々を絵に描いた.so歳の誕生日を迎えた1938年10
月に彼は自身初の回顧展をユーテボPで聞いた．この個展では1913年から 1938

年の 25年の聞に描かれた 141点の作品が展示された.1939年の春にはJレンド

(Lund）でも回顧展が聞かれた．同年9月にはストックホルムのPPエヴアルク

美締官（Liljevalchskons幽）でダルデル作品400点を展示した大規模な展覧会

が聞かれたこの展覧会は大成功し，評論家たちは満場一致で彼の作品を認めた

これがダルデルの生前最後のスウェーデンでの展覧会となった．この年の 11月

にダルデルはストックホルムを離れ，エディタと共にニューヨークへ渡った．そ

の後ダルデルはニューヨークを拠点としてエディタと中南米を旅しながら作品を

描き続けた.1943年5月3日から22日までアメPカ大陸を巡って描いた作品の

展示会を聞いたダルデルは，翌日5月23日にニューヨークで心臓発作のため54

歳で亡くなった．

9.ダルデルの作品名の日本語訳提案

本章ではダルデルの作品タイトノレの日本語訳を提案する．なお，ここに挙げる

のはダルデルの作品の一部である．

年 原題 日本語訳提案

1904 sp駒porn鎚 《自画像》

1909 Torp紅盛：cka 《小作人の娘》

1910 Filip Fromen 《フィリップ・フロメーンの肖像》

1911 Min far 《父》

1912 Flickan med jiimldotet 《鉄球を持つ少女》

1912 Nybw唯：en 《ニープローヴィーケンの風景》

1912 Batar, 1ゆるrohamnen 《ニープローハムネンの船》

1912 F監-:leaniiら：nstret 《窓辺の少女》

1913 ~企edFJ.氏主也eim 《アルフレッド・フレヒトハイムの肖像》

1913 Eglise Saint jean i Senlis 《サンリスのサン・ジャン教会》
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1913 Begravning i Sen/is 《サンリスの葬儀》

1914 UUa1事eme 《ウッラ・ピャーネの肖像》

1914 Stad i Tumsien 《チュニジアの町》

1914 R町申tion 《レセプション》

1915 EUen Roosval 《エッレン・ロースヴァルの肖像》

1915 EteenSuede 《スウェーデンの夏》

1915 TurおthoteUeti Riittvik 《レットヴィークの観光ホテル》

1916 Turisten pa Teneri狂ョ 《テネリフェ島の観光客》

1916 Rolf de Mare 《ロルフ・ドゥ・マレーの肖像》

1916 Friilsnings.訂men 《救世軍》

1916 HamnvidA血n血hα回 nen 《大西洋の港》

1916 Pajazzo 《道化師》

1916 Is切 tegraven 《璽壕（ざんごう〉》

1917 Tve，勿digtsiillskap 《怪しい集団》

1917 Hjoj武田 《鹿》

1917 Japan ska 《日本の女性》

1917 Den sonderslagna sta.加 《破壊された石像》

1917 T毎陀担r.ntiD Ho.怯：aido 《北海道への列車の旅》

1918 Mann en鎚1nUn' 《ウーリの男~

1918 Exo；出:ktlandskap 《エキゾチックな風景》

1918 Bajadiiri官 《パヤデーJレたち（インド¢嘆離宮こち）》

1918 P妊婦g 《子L雀》

1918 Toalettscen 《化粧室》

1918 Transsibiriska expressen 《シベリア鉄道》

1918 Den diJende danφ'11 《ダンディの死》

1918 Nybroplan 《ニープロープラーンの風景》

1918 N量svilarsig 《ニルスの休息》

1918 
Dami grona pyjamas 《黒いパジャマの紳士を殺す緑のパ

mordande herre is四r租 ジャマの婦人》

1918 l/ickan och釘ymplingen 《少女と廃人》

1918 Eleganter i Japan 《日本の気品》

1918 戸'Karenoch den Ii.る立-ycfi勉盤改組 《猟師と気の狂った少女》

1919 Indian侃 hbu晶I 《インディアンとバッフアロー》

1919 Trappan 《階段》
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1919 Gu品開r 《ガりノ者一》

1919 Jean 部地ni siaw田iskdans 《シャーン・プリーンのシャムの踊り》

1919 Exekution 《処刑j》

1919 Y割注1genoch直也E 《青年と少女》

1919 Prinsessa 《プPンセス》

1919 Eremiten 《世捨て人》

1919 Den diskrete gossen 《寡黙な青年》

1919 Yngling i svart.，伍draivitt 《黒い服の青年と白い服の少女》

1919 Dodens husarer 《死の軽騎兵》

1919 Flickan och p;Jfageln 《少女と孔雀》

1919 Den treJ均asommarsondagen 《素敵な夏の日曜日》

1919 Den drunknade Diehm 《溺死した少女》

1919 Utan pardon 《無慈悲》

1920 S陀'Ilskabalettens 尚 unf 《スウェーデン・バレエ団の勝利》

1920 Bar en 《バー》

1920 Dodsdansen 《死のダンス》

1921 Va鐙・enfall 《滝》

1921 Crime Passionnel 《痴情沙汰》

1921 Visit hos excent:J会kぬm 《風変わりな婦人を訪ねて》

1922 Dans ban an 《ダンスフロア》

1922 Drommar och fantasier 《夢と空想》

1922 Herden och nittoma 《羊飼いとネズミ》

1923 MJ血dotter 《我が娘》

1924 Columbiセg 《コロンプスの卵》

1924 HjalmarBe，理man 《ヤレマル・パ！｝マンの肖像》

1924 Svar盟 Diana 《黒人のディアナ》

1927 JonBlund 《ヨーン・プJレンド》

1929 Oxogat 《オクJレス》

1930 I溢rndsh回 《アイルランドの女性》

1930 Denny.温m也B 《新しい窓》

1931 Wedding Trip 《新婚旅行》

1931 Etth.fi釘 aibrand 《燃えるハート》

1933 D仇た'IlSdomestiker 《死の召使い》

1934 Fagelsla伽 man 《治Bカミし~
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1934 Den kuriose gossen 《奇妙な少年》

1936 Edita Morns 《エディタ・モリスの肖像》

1936 I salnedg.担rgen 《夕暮れの中で》

1倒Eト1倒3 Skelett tiD hiist 《乗馬する骸骨》

10.おわりに

本稿ではスウェーデンを代表する近代画家ニルス・ダルデルの経歴について，

筆者がこれまでに日本語に訳したダルデルに関するスウェーデン語文献29をもと

に紹介した．なお，筆者の本来の専門はスウェーデン語学であり，ダルデル文献

の日本語訳は京都工芸繊維大学文化遺産教育研究センター特任助教上田文氏の

課題研究〈平成23年～平成25年度科学研究費補助金基盤研究（C）研究課題

「土目安倍における人物画の解明と京都画壇における位置」（研究代表者：上回文，

課題番号23520167））への研究協力によるものである（上田氏の肩書は当時）．本

稿ではダノレデルのバイオグラフィーを紹介し，彼の作品タイトルの日本語訳を提

案するにとどまったが，筆者が訳した文献の中には彼の作品や日本滞在について

の詳細など興味深い内容の記述があるため，そちらについても今後紹介していき

たい．

29筆者が訳した文献については本稿の脚注5を参照．
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Nils Dardel 

-Biogr姐 och筋四lagpa japanska oversii伽 ingarav hans verks世tlar-

Aya Umetani 

Sammanfat佃ing

Nils D副 dar en av Sverig田 m回tpop叫加Irons凶 rer,men ar tyv伽血1te凶ndhlir i 
Japan an. H組問御runti viirlden 1917 til1sa血mansmed sin g民lavan konstsar岨紅阻
Rolf de Mare, och dA resもede aven till J,叩血Dardelblev油ldigt血岡田eradavjap姐sk

konst och s旬der叫edennoga m改定S也市匂lsei Japan. I h組 smA1nin伊refter res組

kan man se hur han bar ins戸reratsav denja伊国国k細胞S刊紙meddenna artikel 

iira社F開聞伽ahansbio伊五伽pitel2-8), och att fOresJAjap佃 S幽 ov郎通伽血伊rav 

hans verks titlar住api包19).D四na訂tikeliir troligen denおrstapaja戸nskasom handlar 

huvudsakligen om honom, sa jag hi叩P田 attden kommer att vara出刷p伽 demsom

iir intresser叫eav svenskkonst伊 1omattl加凶nnaenavSv1出gesm悶t剖skadem創are.
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